
三次市の文化財３

みよしの無形民俗文化財
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　民
みん

俗
ぞく

文
ぶん

化
か

財
ざい

とは
　日本の文化財は、昭和25年に制定された文化財保護法に基づき、保存・活用が図られています。この
法律では、建造物や絵画などの形のあるもの、演劇・音楽、工芸技術などの形のないもの、そして民俗文
化財が保護の対象となっています。
　民俗文化財とは、人々が日常生活の中で創造し、受け継いできたわたしたちの生活の変化を知るうえで
欠かせないものです。

　重要無形民俗文化財として国の指定を受けているものは全国に291件あります。広島県には安
あ

芸
き

のはや
し田（北広島町）、塩

しお

原
はら

の大
だい

山
せん

供
く

養
よう

田
だ

植
うえ

（庄原市）、壬
み

生
ぶ

の花
はな

田
た

植
うえ

（北広島町）、比
ひ

婆
ば

荒
こう

神
じん

神
か

楽
ぐら

（庄原
市）の4件があります。中にはユネスコ世界無形文化遺産に登録されているものもあり、近くでは壬生の
花田植や佐

さ

蛇
だ

神
しん

能
のう

（松江市）などがあります。（平成30年3月現在）

比
ひ

婆
ば

荒
こう

神
じん

神楽（庄原市）壬
み

生
ぶ

の花田植え（北広島町）

民俗文化財

有
ゆう

形
けい

民俗文化財

民俗文化財の中でも
形があるもののこと
です。使われてきた
衣服や道具、行われ
る建物など。

無
む

形
けい

民俗
文 化 財

風
ふう

俗
ぞく

慣
かん

習
しゅう

四季折々の祭りや年中行事、人の一生の節目に営まれる人生儀礼などのこと
です。
生産・生業、人生儀

ぎ

礼
れい

、娯
ご

楽
らく

・競技、社会生活（民俗知識）、年中行事、祭礼（信
仰）など

民
みん

俗
ぞく

芸
げい

能
のう

各地域の中で伝承してきた演劇、舞
ぶ

踊
よう

、音楽、及びそれらの要素を備えた儀
礼や行事等のことです。季節の変化の中で、神社や寺院を中心とし様々な儀
礼や行事が伝えられてきています。
神
か

楽
ぐら

、田
でん

楽
がく

、風
ふ

流
りゅう

など

民
みん

俗
ぞく

技
ぎ

術
じゅつ

衣・食・住、生産・生業、娯楽・競技など民俗文化財の制作技術や使う技術



3

　三次市内の指定文化財と一年の流れ
　三次市には無形民俗文化財に合計14件が指定されています。3件が県の指定、11件が市の指定になっ
ています。（平成30年3月現在）

石
いわ

見
み

神
か

楽
ぐら

系統 伊
い

賀
か

和
わ

志
し

「鈴合せ」（県）、「神降ろし」・「天の岩戸開き」（市）、
茂
も

田
だ

神楽（市）、布野神楽「天岩戸」（市）
備
びん

後
ご

神
か

楽
ぐら

系統 甲
こう

奴
ぬ

神楽（市）、宇
う

賀
が

神楽（市）

その他　比
ひ

婆
ば

荒
こう

神
じん

神楽系統 三
み

若
わか

神楽（市）、志
し

賀
が

神社六
ろく

神
しん

儀
ぎ

（市）

１月
2月

3月

4月

5月

6月
7月

8月

9月

10月

11月

12月
須佐神社の的弓祭

（市指定）１月７日

辻八幡の神殿入り
（県指定）体育の日の前週の土曜日

つじ    はち    まん こう　  ぞ　   の

す　　さ　  じん   じゃ まと　  う　  さい

三次鵜飼の民俗技術
（県指定）主に6～9月

み　  よし　  う　 かい みん   ぞく　  ぎ　 じゅつ

盆踊り岩吉
（市指定）主に8月

ぼん　おど いわ　きち

沖江田楽
（市指定）主に5月

おき　  え　 でん　 がく

神楽
主に9～10月の秋祭り

か　 ぐら

びん  ご

（市指定）
主に小童須佐神社の
夏の大祭の第３日目

塩貝八王子社
大神楽極打太鼓

しょう  がい　はち　 おう　  じ　  しゃ

おお　  か　 ぐら　きょく  うち    たい     こ

冬至
正月

稲刈り

お盆 田植え
夏至

春分

秋分

備後神楽系統
その他

石見神楽系統
いわ  み

神楽
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 民俗芸能 風俗慣習
　年中行事、祭礼、法

ほう

会
え

等の中で行われる行事
で芸能の基盤を示しています。

 祭
さい

　礼
れい

　

　
 神

か

　楽
ぐら

　神楽は古くから五
ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を祈り、祖先の魂
たましい

を
鎮
しず

める舞として伝えられてきた伝統芸能です。
　広島県には300ほどの神楽団体があります。
高
たか

千
ち

穂
ほ

神楽で有名な宮崎県は350団体で日本一。
広島県は宮崎県に続いて２番目に神楽の多い
県です。神楽の種類は5種類。芸

げい

北
ほく

神楽、安
あ

芸
き

十
じゅう

二
に

神
じん

祇
ぎ

神楽、芸
げい

予
よ

諸
しょ

島
とう

の神楽、備
びん

後
ご

神楽、比
ひ

婆
ば

荒
こう

神
じん

神楽があります（図参照）。この中には
今ではあまりみられない神楽や全国的にも珍し
い内容の神楽などもあります。広島の神楽の数
や種類・歴史は全国で最も充実しています。豊
臣秀吉が天下を支配していた時代の神楽が残っ
ていて、400年以上たった今も各地で上演され
ています。これは神楽の一大奇跡といってもい
いでしょう。

　三次の神楽は島根県の石
いわ

見
み

神楽の伝統をくむ
神楽（作木町、布野町、君田町）、備後神楽
（三良坂町、吉舎町）や比婆荒神神楽の伝統を
汲む神楽（下志和地町、三若町）など様々なタ
イプの神楽が行われています。県内のほかの地
域はどこも１、２種類の神楽しか伝えていませ
んが、三次は３つものタイプの神楽を伝えてい
ます。県内でも自慢できる神楽だと思います。
　特に注目したいのは、秀吉の時代から伝わる
下
しも

志
し

和
わ

地
ち

町の「志
し

賀
が

神社の六
ろく

神
じん

祇
ぎ

」です。現在
使っているような衣装や面とは全く違ったもの
をつけ、実に不思議な舞を舞います。また三

み

若
わか

町の「三若神楽」や五
ご

行
ぎょう

祭
さい

を伝える甲奴町の神
楽なども注目されます。このような古くて珍し
い神楽は県内で三次市にしか存在していません。

広島県無形民俗文化財
指定年月日　平成9（1997）年5月19日
所在地　三次市吉舎町辻八幡神社
　赤や緑の灯

とう

篭
ろう

を飾った笹竹を持ち、参道を鮮やか
に彩りながら囃

はや

子
し

にのって丘の上の神社へと上がり、
灯籠を神社に奉納します。この行事は、天明年間
（1781～1789）に、大

だい

飢
き

饉
きん

が続いた時、豊作の
祈りが叶ったので、感謝の意味を込めて始まったと
伝えられています。このような行事は馬洗川上流域
に限られています。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成8（1996）年2月28日
所在地　甲奴町小童　須佐神社
　一年の無

む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願う神事です。宮
ぐう

司
じ

がそれぞれ
の方角に向かって弓と矢を高くかかげ、厄災を集め、
悪魔の眼に見立てた的

まと

に鏑
かぶら

矢
や

を放ち、退散させます。
鏑矢は戦の始まりを示す音の出る矢のことで、その
音で威

い

嚇
かく

するので、的には当てません。　
　この神事の一番古い記録は宝暦7（1757）年です
が、中世に始まり、江戸時代初めに現在の形になっ
たと伝えられています。

辻
つじ

八
はち

幡
まん

の神
こう

殿
ぞ

入
の

り

須
す

佐
さ

神
じん

社
じゃ

の的
ま

弓
とう

祭
さい

広島県の神楽分布図
広島県立歴史民俗資料館『ぐるっとひろしま神楽めぐり』平成 26（2014）年から転載
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　広島県の神楽の中で有名な芸北神楽の源流は石見神楽にあります。古
こ

事
じ

記
き

・日本書紀に由来する神話も
のが加わり、演目も豊富で多彩です。演目は大きく2種類に分けられ、六調子は石見神楽の原型といえる
比較的緩

ゆる

やかな囃
はや

子
し

に合わせ、舞手も重心をぐっと落とした姿勢で行います。八調子は囃子が速く、絢
けん

爛
らん

豪
ごう

華
か

な衣装で舞うもので、他県の神楽にも影響を与えています。

演目：鈴
すず

合
あわ

せ
広島県無形民俗文化財
所在地　三次市作木町
指定年月日　昭和35（1960）年3月12日
　この舞いは八つの舞によって構成されていること
から「やよし」と呼ばれています。烏

え

帽
ぼ

子
し

をかぶっ
た4人の舞人が、剣と鈴を持ち優雅に舞います。両
手に持った杖で様々な形を作り、その上を飛び越え
たり、くぐったりするものもあります。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成4（1992）年4月1日
所在地　三次市君田町
　茂田神楽は、砂鉄採集の安全と農家の五

ご

穀
こく

豊
ほう

穣
じょう

を
祈
き

願
がん

し、また、地域の娯楽のため、江戸時代末期に
石見地方から導入されたものです。六調子の古神楽
の影響を残し、現在に伝承されています。

演目：天
あまの

岩
いわ

戸
と

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成16（2004）年3月3日
所在地　三次市布野町下布野
　布野町の知波夜比売神社に古くから伝承されて、
神主によって引き継がれてきた神楽です。明治時代
初期に氏子によって「下布野組」が結成され、今の
神楽団に続きます。

演目：神
かみ

降
お

ろし
三次市無形民俗文化財
所在地　三次市作木町
指定年月日　昭和34（1959）年10月2日
　神楽奉納のは
じめに演じられ
ます。前半は榊

さかき

を持ち舞台の清
め祓

はら

いを行い、
後半は幣

へい

と扇を
持って神遊びの
舞を舞います。

演目：天
あま

の岩
いわ

戸
と

開き
三次市無形民俗文化財
所在地　三次市作木町
指定年月日　昭和34（1959）年10月2日
　日本書紀を題材とした演目です。天

あまの

岩
いわ

戸
と

に隠れた
天
あまてらすおおみかみ

照大御神を岩戸から迎え出し、平和を取り戻すとい
う内容です。

伊
い

賀
か

和
わ

志
し

神楽

茂
も

田
だ

神楽 布
ふ

野
の

神楽団

【石
いわ

見
み

神楽系統】
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　広島県の東部から中部に伝わる神楽で、広島県独自の神楽です。五
ご

行
ぎょう

祭
さい

あるいは王
おう

子
じ

神楽と呼ばれる陰
陽五行説に基づく神楽や修験道に通じるような曲芸的な舞、藁

わら

蛇
へび

を使った神事を行う荒神神楽などがあり
ます。

　比婆荒神神楽はおよそ400年の歴史をもつ庄原市北東部を中心にした神楽です。式年の大神楽では手順
を踏みながら様々な神事と祖先の霊を浄化する儀式が執り行われます。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成10（1998）年5月1日
所在地　甲奴町本郷
　備後神楽・備中神楽の系統で、地元の神社などで舞
を奉納しています。

三次市無形民俗文化財
指定年月日
　昭和39（1964）年6月13日
所在地　三次市三若町

　約200年前、舞と言葉によって氏神の功徳を広める目的で始めたと
伝えられています。この神楽の特徴は、各神社の主祭神によって異な
る能舞を舞うもので、大

だい

仙
せん

社
しゃ

では大仙の能舞、荒神社では荒神の能舞
を舞います。三若神楽は神楽に能舞の要素を取り入れた特色ある神楽
です。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　昭和39（1964）年6月13日
所在地　三次市下志和地町　志賀神社
　六神儀は秋大祭の前夜祭に奉納されます。この神楽を舞わない
とお祭りを進めることができないというほど重要で、見せるとい
うよりも奉納する神楽です。
　この神楽はどこから伝わったものかわかっていません。舞の特
徴も広島県内の他の神楽とは面も採り物も、楽のリズムも異なっ
ています。
　舞殿の前にだけ注

し

連
め

縄
なわ

を張り、演目「悪魔払い」のとき、その
注連縄を鬼が切ります。この動作も含めて、稲の実りと深く結び
ついたもので、六神儀には稲の実りと深くかかわる人々の願い、
飢饉追放と五穀豊穣の願いが込められています。広島県内ではめ
ずらしく、宗教や政治の影響を受けずに今日まで残ってきた神楽
です。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成10（1998）年5月1日
所在地　甲奴町宇賀　
　備後神楽の舞の系統で、宇賀八幡神社の大祭などで
奉納しています。

甲
こう

奴
ぬ

神楽

三
み

若
わか

神楽

志
し

賀
が

神
じん

社
じゃ

の六
ろく

神
しん

儀
ぎ

宇
う

賀
が

神楽

【備
びん

後
ご

神楽系統】

【その他　比
ひ

婆
ば

荒
こう

神
じん

神楽系統】
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 民俗技術

 田
でん

　楽
がく

　田楽とは平安時代から行われている芸能の一種で、日常の仕事としての田
た

植
うえ

とは違う大勢でする特別な
行事としての田植のことです。中国山地の大

おお

田植には芸北地方のサンバイという神を祀
まつ

る「花
はな

田
た

植
うえ

」や備
北地方の大

だい

山
せん

信仰を背景とした「供
く

養
よう

田植」などの種類があります。田楽、囃
はやし

田
た

、田
た

舞
まい

などの呼び方もあ
ります。

 風
ふ

　流
りゅう

　　風流は囃
はや

子
し

や太鼓などによる華麗な踊りや獅子舞などのことです。

広島県無形文化財
指定年月日　平成18（2006）年4月17日
　三次人形は子供の誕生や節句を祝って送られる土人形
の一種です。表面に塗った膠

にかわ

が独特の光沢を出すことか
ら「光人形」とも呼ばれ
ます。
　起源は江戸時代初期と
伝わっていますが、確実
な記録では江戸時代末期
に生産されていたことが
わかっています。

広島県無形民俗文化財
指定年月日　平成27（2015）年4月27日
所在地　十日市親水公園馬洗川
　舟に乗り、紐

ひも

に繋
つな

いだ鵜
う

を操
あやつ

り、光に驚いた
魚を捕まえます。詳しくは、「三次市の文化財
1三次の鵜飼」を読んでください。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　昭和63（1988）年3月5日
所在地　甲奴町小童字塩貝　八王子社
　太鼓台に大小2個の太鼓をしばりつけ、四方に竹を立て、注

し

連
め

縄
なわ

を張り、太鼓、笛、手拍子鉦を打ち
鳴らし、所作を演じます。小童須佐神
社の夏の例大祭の第3日に氏子によっ
て演じられます。
　文献資料はありませんが、江戸時代
中期にはじまったと伝えられています。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　昭和35（1960）年５月25日
所在地　三良坂町三良坂
　笛や太鼓、簓

ささら

などのお囃子に合わせて、牛が代
しろ

掻
か

きをし、
早
さ

乙
おと

女
め

が田植をします。
　沖江田楽の起源については、敵討ちの旅の途中で亡くなっ
た人を供養するために田植歌を歌ったという説や、農民の労
働の楽しみ・苦しみ、そして収穫への期待など、稲作への感
情を表したという説など諸説あります。

三次市無形民俗文化財
指定年月日　平成5（1993）年10月25日
所在地　三次市君田町
　盆踊りはもともと帰ってくる精霊をな
ぐさめる行事として始まったものです。
盆踊りは県内にもいくつかありますが、
岩吉は島根県安

やす
来
ぎ
地方の盆踊りを岩吉と

いう人が君田に伝え、少しずつ変化しな
がら君田独自の踊りになったと伝えられ
ています。

三次鵜
う

飼
かい

の民俗技術

塩
しょう

貝
がい

八
はち

王
おう

子
じ

社
しゃ

大
おお

神
か

楽
ぐら

極
きょく

打
うち

太
たい

鼓
こ

沖
おき

江
え

田
でん

楽
がく

盆
ぼん

踊
おど

り岩
いわ

吉
きち

三次人形の製作技術

無形文化財 伝統的な技術を持った人々のことです。
歌舞伎を演じる、三味線を奏でる、和紙を作るなど



　
中
国
横
断
自
動
車
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